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千葉県の北総台地はもともとさつま芋栽培の盛んな地でもあります。そこの「まるだい支部」は、さつま芋に関して特別なこだわ

りを持って生産をしています。「さつまいも 紅娘」は千葉県のブランドさつま芋で、肉質が緻密で食感の良い「大栄愛娘（たいえ

いまなむすめ）」から変異して生まれた種イモを選抜して育てた特別なさつまいもで、現在の生産者は5 名のみ、この地区限定

の品種として今年初めて販売されました。「紅娘」は果肉色は安納芋より濃く人参芋に近いオレンジ色で、火を通すとその色は

よりあざやかになります。粘質な果肉は蒸かしていただくだけで甘みのある卵の黄身を食べているような、そんな奥深い味わい

とまろやかな旨味を感じます。人参芋カロテンに似た仄かな香りも感じます。時間をおいても果肉はしっとりとしており、より鮮や

かなオレンジ色を保持しながら、ねっとりとした食感は安納芋を彷彿とさせます。皮目が赤で、中身がオレンジ色とインパクトもた

っぷりでキュートな外観のこの「紅娘」は限定生産、限定販売の特別なさつま芋です。すでに販売数量が限定されております

が、今までにない卵の黄身のような濃厚な味わいの「紅娘」をこの機会に是非一度味わってみてください。 

さつまいも「紅娘」 千葉県産 Sweet potato “Beni-musume” 


